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河)11成堆積物のトラフ型斜交層理における
磯のインブリケーション，オリエンテーション

橘 徹*鈴木一久**・志岐常正*

Orientation and imbrication of clasts in 

trough cross-stratification in fluvial sediments 

Toru TACHIBANA *， Kazuhisa SUZUKI* * and Tsunemasa SHIKI* 

Clast fabric of trough cross-stratification as shown in Fig. 2 claims attention， suggesting 
depositional mechanism of the clasts of the Early Pleistocene fluvial sediments in Uji， Kyoto， 

Japan. 
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j可!未擦が水流の上流側に傾き覆瓦構造(インブリ

ケーション)をなすことは多くの例によって知られ、

古i志向の測定によく用いられてきた. しかし，燦の配

列や方向性は水流によって直接規制されるだけでな

く，堆積時の河床表面形とも関係する.たとえば牒堆

の前置層斜面においては，その傾斜に規制されて，礁

は逆に下流側に傾く (COLLISONand THOMPSON， 1982). 

われわれは，大阪層群下部に発達する蛇行河

川!の砂機質ポイントパーのトラフ担斜交層理につい

て，その構成礁の傾きや配列を検討している.

第1図に，京都府精華町下狛にみられるトラフ型斜

交層理構成燥の最大投影面の極と長軸の方位(最小投

影函方向)の測定結果を示す.

測定にあたっては，露頭面の1.5mX 2 mの範囲か

ら，あまり球形度の高くない(KRUMBEINand SLOSS， 

1953の図によってみれば，ほほ0.7以下)擦を選んだ.

それらは長径 1-2.5cmで，車円燥ないし亜角擦で

あった.なお枚の葉理からだけの試料では個数が

不足したので数枚の葉理からの測定値をまとめてプ

ロットしたが，結果はかなりよく集中している.

この結果によれば， トラフ型葉理底では，擦の最大
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投影面はほぼ水平である(葉理面にほぼ横たわってい

るとみてもよい).その長軸は，“トラフ"軸にほぼ平

行のものと車交するものとがある.いっぽう“トラフ円

の両翼では，礁の最大投影面は，葉理面と同様に，軸

に直角に “トラフ底"に向かつてわずかに傾く，長

軸は同じく “トラフ"成に向かつて傾くが“トラフ"

車ITIに直角ではなく，やや下流方向にふれている.この

ようなトラフ型斜交層理とその構成擦のオリエンテー

ションや傾きは，模式的に第 2関のようにまとめられ

る.

この図に示したようなトラフ型斜交層理の構成燥の

姿勢や指向性には，われわれの経験では今のところ例

外がなく，逆に，露頭で認知しにくいトラフ型斜交層

理を見いだして吉i志向を測定するのに役立つ. トラフ

型斜交層理構成擦は，河床礁によくみられる覆瓦構造

とは異なり，露頭断面では，“トラフ"を形成する傾

いた葉理面に沿って数珠つなぎに配列するからであ

る.言うまでもなく，これによって見いだされた

“トラフ"の軸の方向が，水流の基本的方向を示す.

このことは機質な堆の形成過程型の識別に重要であ

る.

しかし，本当を言えば，第 2図に示した模式が

“トラフ"や礁の形，大きさなどによらずどの程度一

般的であるかはなお今後の問題である. トラフ型斜交

層理を形成したベッドフォームの型との関係は今のと
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第 1関 トラフ型斜交届理構成礁の最大投影留の極と長軸の方位.ステレオネット下半球投影.

この露頭では，たまたま“トラフ"軸が，ほほ南北を向いている.r文u二で右側が“トラフ"の
左翼.
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ころ全く不明である.また たとえば“トラフ"底

で1擦が葉理面にたいして相対的に，上流側に傾くのか

否かといった基本的なことについても，現在までのわ

れわれの測定は充分な精度をもっていない.いずれに

せよ，斜層理構成礁のつくるこのようなファブリック

は，機運搬の形式やその停止時の物理状況を示唆する

ものであり，いっそうの検討が望まれる.
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第2関 トラフ型斜交層理にみられる蝶の指向性(模

式図).上は平面図，下は烏i版図.いずれも葉ー理部上

の擦について， もっとも典型的な場合をしめす.


